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距
離
を
と
る

立

場
」

で
、

母
教
団

（

既
成
教
団）

の

教
義
や
儀
礼
そ
の

他

に
基
づ

く
性
向
を

意
味
す
る

。

　

本
研
究
で

明
ら

か
に

な
っ

た
点
と
し

て
、

下
記
四

点
を
挙
げ
る

こ

と
が

出
来
る

。

　
（

1∀
内
棲
教
団
の

発
展
・

拡
大
は

対
社
会
（

主
に

他
宗
教
）

に

対
し
、

積
極
的
に

境
界
の

設
定
が
お

こ

な
わ
れ

る
。

（
2）
内
棲
教
団
の

社
会
適
応

は

対

社
会
・

母
教

団
に

対
し、

境

界
の

設

定
が
お
こ

な
わ

れ

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は

同
時
に

母
教
団
と
の

間
に

軋
轢
・

葛
藤
を
引
き
起
こ

す
こ

と

を

意
味
す
る

。

こ

れ

は

母
教
団
の

統
制
を

受
け
自
由
度
が

低
く、

且

つ

排

他
性
の

強
い

内
棲
教
団
の

特
殊
性
を
示
し
て

い

る

と

考
え
る

。

（
3）
内

棲

教
団
の

自
立

化
は

社

会
に

対
し

て

以
上

に
母

教
団
に

対
す
る

境
界
の

設

定
・

更

新
が

能
動
的
に

行
わ
れ

る
。

ま
た

、

母
教
団
と
の

軋
轢
・

葛
藤
を

経
て

自
立

化
が

進
む
と

在
家
主

義
路
線
を

積
極
的
に

展
開
す
る

。

（
4）
母

教
団
と

は

異
な
る
ベ

ク

ト

ル

の

境
界
を
能

動
的
に

提
示
・

更
新
を

す
る

こ

と

は、

内

棲
教
団
が

社

会
適

応
と
自
立

化
を

果
た

す
上
で

非
常
に

重

要
な

意
味
を
持
つ

。

ア

ラ

ン

タ
研

究
黎

明
期

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

飯
嶋

秀
治

　

ア

ラ

ン

タ
は

、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア

先
住

民
の

う
ち

、

中
央
砂
漠
地

帯
を

中
心
に

し
て

暮
ら

す
現

在
、

約
二

千
人
前

後
の

言
語

集
団
で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
こ

れ
か
ら
発

表
者
が
焦
点
を
当
て

て

論
じ
て

行
く
四

つ

の

研
究
領
域
の

最
前
線
の

主
題
を
研
究
の

「

黎
明

期
」

と
し
て

紹
介
し
て

ゆ

き
た

い

と

思

う
。

　

第
一

の

最
前
線
は

、

ア

ラ

ン

タ
研
究
の

歴
史

的
「

黎
明
期
」

で

あ
る

。

一

八

九

九
年、

ス

ペ

ン

サ

ー

と

ギ
レ

ン

に

よ

っ

て

書
か
れ
た
世

界
最
初
の

民
族
誌
と

言
っ

て

も
過
言
で

は

な
い

『

中
央
オ

ー

ス

ト
ラ

リ
ア

の

原
住
諸

部
族
』

は
、

西
欧
知
識
人
を

宗
教
起
源
論
の

解
明
に
夢
中
に

さ
せ

た
（
飯

嶋

二

〇
〇
七）

。

な
ぜ

な
ら

当
時、

ヘ

ッ

ケ

ル

と
ス

ペ

ン

サ
ー

の

社
会
進

化
論
が
、

人
類
の

ア

ジ

ア

起
源
説
を

採
用
し
て

い

た

か

ら
で

あ
り、

そ
れ

ゆ

え
に

、

初
期
の

人
類
学
者
的
フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

も
ト
ロ

ブ
リ
ア

ン

ド

諸

島
や

ア
ン

ダ
マ

ン

諸
島
で

行
わ
れ

た

の

で

あ
っ

た
。

現
在
オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア

で

は

こ

の

民
族
誌
の

出
版
以

前
の

ギ
レ

ン

の

日
記
や
フ

ィ

ー

ル

ド
ノ

ー

ト
、

ス

ペ

ン

サ
ー

の

写
真
や

伝
記
が

出
版
さ

れ
て

お
り、

歴
史
的
「

黎

明

期
」

研
究
の

黎
明
期
が

訪
れ

て

い

る
。

　

第
二

の

最
前

線
は
、

そ
の

ア

ラ

ン

タ

研
究
の

キ

リ
ス

ト

教

化
研
究
の

「

黎
明
期
」

で

あ
る

。

そ
も
そ

も
、

ス

ペ

ン

サ

ー

と

ギ
レ

ン

の

直
後

、

そ

の

言
語
の

理
解
が

疎
か

で

あ
る

と

指
摘
し
、

自
ら

神
話
と

慣
行
に

関
す
る

民

族
誌
を
描
い

て

き
た

の

が
、

キ

リ

ス

ト

教
ル

タ

ー

派
の

シ
ュ

ト

レ

ロ

i

牧

師
親
子
で

あ
っ

た
。

近

代
の

人

類
学
者
に

と
っ

て
、

キ

リ

ス

ト

教
化
し

た
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

先
住
民
の

存
在
は

、

二

次
的
な

関
心
を

惹
く
も
の

で

し
か

な

く
、

キ

リ
ス

ト

教

研
究
か

ら
も
オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア
先
住
民
の

そ
れ

へ

の

関
心
は

周
辺
的
な
も
の

で

あ
る

た
め

、

こ

の

研
究
は

二

〇
〇

〇

年
代

ま
で

大
き

く
遅
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
、

し
か
し

、

こ

の

百

年
の

問、

『

聖

書
』

や

讃
美
歌、

問
答
集
の

翻

訳
、

西
ア

ラ

ン

タ
の

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

化

と
、

東
ア

ラ

ン

タ
の

カ

ソ

リ

ッ

ク

化、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア

先
住
民
牧

師

化
、

教

会
の

キ

リ

ス

ト

像
の

先
住
民
化
な
ど、

目
ま

ぐ
る

し

い

変
化
を
迎

え
た

。

ア

ラ

ン

タ

民
族
の

キ

リ

ス

ト

教
化
の

歴

史
は

、

ま
だ
わ

ず
か

な

先

行

研
究
し
か

な
い

が
、

シ
ュ

ト
レ

ロ

ー

牧
師
親
子
の

研
究
や
、

初
期
ア

ラ

ン

タ

宣

教
師
の

研
究
が

出

始
め
て

い

る
。

そ

こ

か
ら
キ

リ
ス

ト

教
化
し

た
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ア

ラ

ン

タ
民
族
の

研
究
と
い

う
黎
明
期
が
訪
れ
て

い

る
。

　

第
二

の

最
前
線
は
、

そ
の

百
年
の

間
に
ア

ラ

ン

タ

民
族
自
身
が
白
ら

書

籍
を

出
版

す
る
よ

う
に

な
っ

て

き

て

お

り、

い

わ
ば

自

民
族

民

俗
誌
の

「

黎
明
期
」

を
迎

え
て

い

る
。

既
に
自

伝
に
当
た
る

も
の

も
男
女
そ
れ
ぞ

れ

か
ら

数
冊
出

版
さ

れ

て

い

る
。

近

代
の

人

類
学
の

課
題
は
、

「

現
地
人

の

視
点
」

に
接
近
す
る

こ

と

で

あ
っ

た
が、

で

は
、

現
地
人
が
そ
の

目
で

記
述
を
し
始
め
る
と

ど

う
な
る

の

か
が

、

こ

う
し
た

い

わ
ば

自
民
族

民
俗

誌
か
ら
分
か
っ

て

こ

よ

う
。

　

第
四

の

最
前
線
は
、

ア

ラ

ン

タ
民
族
研
究
史
の

研
究
で

あ
る

。

ア

ラ

ン

タ

民
族
誌
の

研
究
は
、

タ

イ
ラ

ー

の

ア
ニ

ミ

ズ
ム

論、

フ

レ

イ
ザ
ー

の

呪

術
進

化
論

、

フ

ロ

イ
ト
の

精
神
分
析

学、

レ

ヴ

ィ

囗

ス

ト
ロ

ー

ス

の

親
族

論
な
ど
、

宗
教
学、

人
類
学、

民
俗
学
な
ど
の

概
念

化
に

大
き
な
影
響

力

を
及
ぼ

し
た

。

私
た

ち
は

第
一

か
ら
第
三
の

研

究
を
通
じ
て
、

ア

ラ

ン

タ

民
族
を
通
じ
た
術
語
の

対
話

的
構
築
作

業
を
見
る

こ

と

が
で

き
よ

う
。

そ

の

先
に

あ
る
の

は
、

こ

う
し
た

研
究
史
の

再
構

築
で

あ
る

。

　

以
上
、

四
つ

の

「

黎
明
期
」

の

主
題
を

今
後
の

宗
教
学
会
で

順
次
共

有

し
て

ゆ

く
。

ア

ラ

ン

タ

民
族
に

限
定
的
で

は
な
い

も
の

の
、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア

先
住
民
の

置
か
れ
た

現
状
に
つ

い

て

で

あ
る

。

オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア

先

住
民
は

西
欧
知
識
人
の

関
心
を
失
っ

た
百

年
後、

い

か
な
る

現
状
に

あ
る

の

か
。

そ
こ

に

は
、

言
説
化
や

表
象

化
の

権
力
と

は
逆

方
向
で、

「

忘
却

の

効
果
／
想
起
の

効
果
」

が

現
れ
て

い

る
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い

。

そ

の

向
こ

う
側
に

現
れ
る

の

が、

宗
教
研
究
な
の

か
、

宗
教
研
究
で

さ
え
な

く
な
る

の

か、

そ
れ
自

身
が

宗
教
的
に

な
っ

て

し

ま

う
の

か
等
の

疑
問
に

つ

い

て

は
、

今
後
の

議
論
に

供
し
た
い

。

今
回
は
全
研
究
展
望
の

告
知
と

し
て

、

「

ア

ラ

ン

タ

研
究
黎
明
期
」

の

黎
明
と
な
る

で

あ
ろ

う
。

英

国
植
民
地
期
サ
ラ

ワ

ク
に

お

け

る

ア

ダ
ッ

ト

の

成
文

化

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

土
佐
美
菜
実

　

本
研

究
は

植
民
地
の

法
整
備
に

巻
き
込
ま
れ

て

い

く
現
地
の

慣
習
の

様

相
に

関
し
て、

ボ
ル

ネ
オ

島
北

西
部
に

位
置
す
る

サ

ラ

ワ

ク

を
事
例
に

論

じ
る

も
の

で

あ
る

。

　

サ
ラ

ワ

ク

は

第
二

次
世

界
大
戦

後、

イ

ギ

リ
ス

直
轄
の

植
民
地
と

な

る
。

こ

れ
を

機
に

、

こ

の

地
域
で

は

近

代
西
洋
由
来
の

法
の

導
入
が
本
格

化

す
る

が
、

そ
れ
と
同
時
に

ア

ダ
ッ

ト
と

呼
ば
れ
る

現
地
の

慣
習
も
ま
た

慣
習

法
と

し
て

成
文

化
が

な
さ
れ

て

い

っ

た
。

こ

う
し
た

動
き
の

な
か

で
、

植

民
地
政
府
か
ら
要

請
を

受
け
た
地

方
駐

在
官
ア

ン

ソ

ニ

i
・

リ
チ

ャ

ー

ド
は

、

サ
ラ

ワ

ク

最

大
の

プ
ロ

ト
・

マ

レ

ー

系
民
族
で

あ
る

イ
バ

ン

の

ア

ダ
ッ

ト
の

記

録
に

取
り
組
む

。

　
一

九
六
三

年
、

リ

チ
ャ

ー

ド
は．
記
録
活
動
の

成
果
と

し
て

『

第
二

省
に

お

け
る

ダ
ヤ
ク

の

ア

ダ
ッ

ト

法
』

を

著
す。

そ

の

中
で

リ
チ

ャ

ー

ド

は

ま

ず
、

イ
バ

ン

の

ア

ダ
ッ

ト
が
西

洋
的
な

枠
組
み

で

は

捉
え
き
れ
な
い

こ

と

を
主
張

す
る

。

彼
は
、

上
位

権
威
に

よ
っ

て

課
さ
れ

る

の

で

は

な
く、

対

等
な

人
々

の

間
で

同
意
さ
れ
る

と
い

う
点
に

お

い

て
、

ア
ダ

ッ

ト

は

法
で

は
な

い

と
論
じ
た

。

　
ま
た
ア

ダ
ッ

ト
に

は
、

イ
バ

ン

の

宗
教
的
世
界
観
が

背
景
に

あ
る

こ

と

を
理

解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

こ

と
を
リ

チ

ャ

ー

ド

は

指
摘
す
る
。

イ

バ

ン

の

世

界
観
は

自
分
た
ち
が

暮
ら

す
可
視
世
界
と
、

超

自
然
的
存
在
の

い

る

不
可
視
の

世
界
の

二

つ

に

よ
っ

て

成
り
立
っ

て

い

る
。

イ

バ

ン

た

ち
に

と
っ

て、

日
常
生
活
の

様
々

な

出
来
事
は

神
や

精
霊
と
い

っ

た

超
自
然
的

存

在
の

介
入
に

よ
る

も
の

で

あ

り
、

平
穏
な
生

活
の

維
持
に

は
、

こ

う
し

た

存
在
と
の

良
好
な
関
係
の

維

持
が
重

要
と
な
っ

て

く
る

。

そ
の

た

め
、
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